
















　市内どこに住んでも、安心して暮
らすために救急医療体制のさらなる
充実を切に望む。

　このことについて執行部に照会した結果、担当部署から次の
とおり回答がありました。
「消防本部の救急救命士有資格者は現在16人で、再教育研修や
症例検討会を重ね、常にスムーズな活動ができるよう努めてい
ます。今後も、出動要請に対して機敏な行動に努めつつ、病態の
把握を短時間で行い、関係医療機関との連携を保ち、市民の安心・
安全のために邁進してまいります」
　議会として、市内どこに住んでも安心して暮らせる救急医療
体制づくりに努めてまいります。

　イノシシなどの有害鳥獣の駆除を
どうしていくのか。補助金のことを
含めて、見直しをしてほしい。

　市の予算の使い方について、地域
ごとのバランスも考慮した配分や執
行をしてほしい。

　予算配分等については、各地域や施設に対するバランス等も
配慮したものと思っております。予算については、時として選
択と集中という考え方も必要ですが、基本的に公平・公正な予
算配分がなされるよう慎重審議に努めてまいります。
　有害鳥獣については、いろいろな手段を講じて捕獲駆除に努
めているところですが、個体数の増加に駆除が追いつかないの
が現状です。このことについて執行部に照会した結果、担当部
署から次のとおり回答がありました。
「毎年、ワナによる捕獲頭数が急増しており、全体としてはワナ
設置の効果はあがってきています。箱ワナの配分は猟友会と協
議しながら、被害の状況に応じて行っていますが、今後とも捕
獲班の皆様には積極的な活用をお願いします。補助金について
は、現状でご理解をお願いします」
　有害鳥獣の被害は全国的な問題です。議会としても、最新情
報の交換を行いながら、有害鳥獣対策に取り組んでいきたいと
考えています。

　城原地区に防災・緊急用ヘリポ-ト
基地を設置してほしい。

　このことについて執行部に照会した結果、担当部署から次の
とおり回答がありました。
「現在、防災ヘリの場外着陸場については、竹田、荻、久住、直入
の四地域全てにあり、竹田市管内には13箇所が登録されていま
す。その内、ドクターヘリが利用可能な離着陸場は、８箇所とな
っています。９月からのドクターヘリの運行に伴い、新たに12
箇所を離着陸場として申請していますが、城原地区においては
離着陸場としての条件を満たしている竹田市文化財センター（双
城中学校跡）を候補地として申請しています。消防本部としては、
今後も防災ヘリ及びドクターヘリを積極的に活用して、市内に
おける救急医療体制の強化を図ってまいります」
　議会として、積極的に体制づくりに努めてまいります。

・こんな機会を持っていただき感謝している。できれば、少人数で雑談的な会話ができるような機会がある
　と有り難い。是非、今後とも続けていってほしい。
・農業中心でも十分な生活ができるように力を尽くしてくれれば、後継者も育ってくれると思う。
・県内、特に竹田市の人口は激減している。竹田市に人口が増える政策を期待する。
・会社運営をしている。地元を優先してほしい。
・今後も市民の生活が少しでもよくなるよう、議員の方々には頑張っていただきたい。

　地域住民の高齢化や戸数の減少、
施設の老朽化が進む集落での水道管
理組合事業について、市としての今
後の支援等の対策を考えてほしい。

　地区ごとで水道管理組合の運営がしっかりできるように、市
の支援が急がれるところです。このことについて執行部に照会
した結果、担当部署から次のとおり回答がありました。
「飲料水の確保は市民生活に欠かせないものであることを考慮
すれば、市として水道事業経営とは切り離したなかで支援策を
検討する必要があると考えます」
　議会として、竹田市の水道ビジョンの中に盛り込むよう働き
かけてまいります。

策定し、下刈り作業の計画から新たな補助制度での補助金交付
を受ける予定です」
　議会として、一層の推進に努力してまいります。    












